
３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連

＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　＜児童の意識＞　　　　　　＜指導・援助＞










【日常の活動】


○朝の会


・一日をよりよく過ごすためのめあてをもつことができる。











○清掃活動


・気持ちよく過ごせる教室になるように、自分の分担を時間


　いっぱい使って、きれいにすることができる。


















































○係活動 


・よりよい生活となるように、自分の仕事は、きちんと行うことができる。





・インターネットの活用方法とともに便利さ、危険性について理解できるようにする。


・インターネットを正しく使うことで生活が豊かになっていくことにふれる。





・インターネットは、便利だな。


・おもしろい情報がたくさんある。時間がたつのを忘れてしまう。


・インターネットを悪い方向に使う人もいる。


・きちんと決まりをつくって正しく使おう。





教科等


「インターネットの使い方」


・インターネットの便利さとともに、インターネットが世界に通じていて、個人の情報がすぐ見られてしまう危険性について理解することができる。





帰りの会


・自分の一日の生活を想起し、自分で考えてできていることと、できていないことについて振り返る。





・自分のやるべき仕事はできた。


・やらなければと思っていたけれど、他のやりたいことを優先してしまったので、できなかった。





・与えられた仕事でも自分でやろうとしたことに着目するようにする。


・行為のみではなく、どうしてできたか、できなかったが意識できるようにする。





道徳の時間（７月）


「少しだけなら」　


内容項目１－(１)


・自分の思いのままに行動してしまう弱い心に打ち勝ち、自ら考えて行動することが、よりよい生活をつくることになることに気付き、節度のある生活をしようとする態度を育てる。





・自分だけがちょっとだけと思って行動すると、他の人に迷惑がかかるときがある。


・人に言われるのではなく、自分できちんとやろうとすることが大切だ。





・だれにでも自分の思いのままで行動してしまう弱さはあるが、そんな自分を見つめ直し、節度のある生活をすることで、気持ちのよい生活をつくりあげることができるという意識につなげる。





学級活動（７月）


「夏休みのくらし」


・よりよい夏休みの生活になるよう、やらなければならないことを明確にさせて、具体的な計画を立てることができる。





・いよいよ夏休みだ。自分が立てた計画を守れるようにしよう。


・学習、早寝早起き、お手伝い、体力づくりなど、自分がやりきれるようにきちんと決めてがんばりたい。





・無理な計画にならないように助言する。


・夏休みのくらしについて保護者に知らせ、家庭でも節度のある生活について話してもらえるように働きかける。









